
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

～
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
～

　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
住
み
慣
れ
た
地
域
や

家
庭
で
、
安
心
し
て
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が
で

き
る
よ
う
、
地
域
ぐ
る
み
の
体
制
づ
く
り
を
整

備
し
て
い
く
の
が
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
で
す
。

【
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
】

◦
医
療
と
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
増
加

◦
一
方
、
入
院
ベ
ッ
ド
数
や
介
護
入
所
施
設
な

ど
の
増
加
は
見
込
め
な
い

◦
核
家
族
化
に
よ
る
老
々
介
護
の
増
加

◦
地
域
で
の
見
守
り
・
声
掛
け
・
支
援
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る

【
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
】

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
行
政
と
医
療
、

介
護
、
福
祉
な
ど
が
連
携
し
て
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
一
体
と
な
っ
て
提
供
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

▪
在
宅
医
療
を
支
え
る

　
か
か
り
つ
け
医
を
中
心
に
、
医
療
が
必
要
な
方

の
在
宅
で
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

▪
在
宅
医
療
に
関
す
る
相
談

▪
地
域
で
の
支
え
合
い

　
高
齢
者
の
役
割
や
身
近
な
場
所
で
の
居
場
所

づ
く
り
な
ど
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
話

し
合
い
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

▪
相
談
窓
口

　
高
齢
者
や
そ
の
家
族
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▪
健
康
寿
命
を
延
ば
す

　

介
護
が
必
要
に
な
る
理
由
の
多
く
は
、
脳

卒
中
、
認
知
症
、
骨
折
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら

の
病
気
を
予
防
す
る
た
め
の
介
護
予
防
教
室

な
ど
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
在
宅
で
の
医
療
・
介
護
が
中
心
と

な
っ
て
き
ま
す
。
自
分
の
こ
と
と
し
て
、
医

療
、
介
護
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
‐
３
２
１
７

23
‐
３
５
４
５

「
東
三
河
広
域
連
合
か
ら
お
知
ら
せ
」

～
介
護
保
険
統
合
に
関
す
る
Q
＆
A
～

【
質
問
】

　
介
護
保
険
者
を
統
合
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
？

【
回
答
】

　
小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
本
市
以
外
の
東
三
河
７

市
町
村
で
提
供
さ
れ
て
い
る
も
の
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
認
定

審
査
期
間
の
短
縮
、
共
同
処
理
に
よ
る
事
務
の

効
率
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

▼
東
三
河
広
域
連
合
介
護
保
険
準
備
室

☎（
０
５
３
２
）26
‐
８
４
６
０

田
原
市
医
師
会
在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー　
☎
22‐０
３
１
１

名称 対象地区 連絡先
あつみの郷高齢者
支援センター

田原中部・衣笠・
田原南部小学校区

あつみの郷
☎ 22-6784

田原福寿園高齢者
支援センター

東部中学校、
童浦小学校区

田原福寿園
☎ 27-0882

福江中学校区 渥美福寿園
☎ 32-1788

田原市社協高齢者
支援センター

野田小学校区、泉・
赤羽根中学校区

赤羽根福祉センター
☎ 45-3611

伊良湖岬中学校区 あつみライフランド
☎ 34-6630

高齢者支援センター相談窓口
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